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１．はじめに 

筆者らはこれまで，台湾の大規模河川の流域をまとま

った一つの領域と捉え 1），日本統治期の主力産業であった

製糖業によって，これらの領域が如何に変容したかにつ

いて検討してきた 2）。本稿では，明治 30 年代から大正中

期における台湾中部の台中地方を一つの領域と捉え，製

糖業と地域の開発の関係を検討することを目的とした。 

おおよそ大甲渓，大肚渓（烏渓），大肚台地，台中台地

で囲われた台中盆地に加え，北側の后里台地と大肚渓南

岸の一部も対象とした。南側の大肚渓，大甲渓，北側の

大安渓は流域面積が台湾で 3位，7位，10位の大規模河川

である。清朝期から甘蔗栽培が盛んであった台南地方と

は違い，日本統治期初期には米作が優越していた。中心

都市の台中市の都市や街区の形成発展過程に関する研究 3）

はあるが，領域全体を視野に入れた研究はほとんどない。 

国史館台湾文献館文献檔案査詢系統で閲覧した台湾総

督府文書，中央研究院地理資訊科学研究専題中心が運営

する｢台湾百年歴史地図｣収録の地図，台湾日日新報の記

事，糖業協会所蔵の糖務年報，国立台湾図書館日治時期

図書影像系統で閲覧した日本統治期の文献などを用いた。

2010 年 9月から 2018 年 9月の間に現地調査も行った。 

２．製糖業による地域開発の始まりと霧峰林家の関与

（明治 30年代後半〜明治 43年頃，図１と図２） 

明治 30 年代の台湾総督府による糖業奨励政策を受けて，

甘蔗作が盛んな台南地方に多数の製糖工場が設立された。

遅れて台中地方でも，米作が優越する平野部ではなく，

台地の頂部や裾部に原料採取区域が設定されて在地の台

湾人資本と日本人資本による改良糖廍で製糖が始まった 4）。

松岡富雄は新渡戸稲造在籍時の札幌農学校で教育を受け，

新渡戸が局長を務める臨時台湾糖務局の嘱託として渡台

した。甘蔗苗の養成に従事した後，松岡製糖場を創業し

た。一方，台湾盆地では台湾五大家族の一つで広大な土

地を所有する霧峰林家の関係者が改良糖廍を設立した。 

３．新式製糖工場の操業と手押し台車軌道網の整備（大

正６年頃まで，図２と図３） 

明治 43（1910）年 10 月に松岡や霧峰林家による改良糖

廍が合併し，糖商などの内地の日本人資本の後ろ盾を得

て帝國製糖が設立された。台中駅に近接して建設された

新式製糖工場で明治 44年 12月に製糖を開始した。一方，

后里台地の西側で小松楠彌が原料採取区域設定の許可を

得た後，小松が社長を務める北港製糖による新式製糖工

場で明治 45 年 2 月に製糖を開始し，東側で川瀨による改

良糖廍が建設された。北港製糖は後に東洋製糖に合併さ

れた。この後，大正 6年頃まで新式製糖工場と改良糖廍の

新設や製糖能力増加が認められなかった。台中地方でも

原料採取区域の拡大範囲は大きくなく，製糖業による地

域の開発は停滞気味であったといえよう。一方，在地の

小規模な日本人資本と台湾人資本によって台中を中心に

手押し台車軌道（トロッコ）網の整備が進んだ。当初は

米の輸送が主な目的であった手押し台車軌道は他の物資

や人の行き来も促し，地域の開発に貢献したといえよう。 

４．新たな製糖工場の設立と台湾総督府鉄道海岸線の一

部開通（大正９年頃まで，図３と図４） 

製糖工場の能力制限が撤廃された大正 6年以降に台中地

方では改良糖廍の設立が相次いだ。これらの原料採取区

域は大正末期には内地の日本人資本による製糖会社に合

併された。大正 9 年 12 月に台湾総督府鉄道海岸線の一部

が開通し，在地の台湾人資本による製糖業と手押し台車

軌道から日本人資本の製糖業と官営鉄道による地域の開

発へ移行した。台中地方のほぼ全域が原料採取区域に組

み入れられ，大正 11 年にさらに２箇所の新式製糖工場が

創業して日本統治期の地域の開発の枠組みがで完成した。 
５．おわりに 

甘蔗作優越の台南地方では日本統治期初期に，清朝期

以来の台湾人資本から内地の大規模な日本人資本による

地域の開発へと移行した。一方，米作優越の台中地方で

は内地の日本人資本だけではなく，在地の台湾人資本に

加えて在地の小規模な日本人資本による製糖業と鉄道・

軌道網の整備が地域の開発に与えた影響も大きかった。 
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った。全ての工程で機械を用いる新式製糖工場では分蜜糖が製造されるが，
圧搾工程のみに機械を用いる改良糖廍では含蜜糖が製造される。 
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図 1　明治 40年 7月の原料採取区域と軌道網 図 2　明治 43年 8月の原料採取区域と軌道網

図 3　大正 6年 5月の原料採取区域と軌道網 図 4　大正 9年 12月の原料採取区域と軌道網
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